


准看護師から看護師を目指す、
この養成システムについて思うことを
お聞かせください。

　私自身、別の病院で勤務していたころから、対象者に積極的に勧め

てきた経緯があるくらい大賛成のシステムです。

　准看護師は資格取得までの期間が短いため、どうしても教育内容

の理解が不十分なまま資格取得に至ってしまうケースがあるのは事

実。そして、そのまま長年勤務を続けていく過程で、本人自身が自分

のアセスメント能力の不足を痛感する場面に遭遇することが多々あ

ります。そうした日常の中で、この養成システムは、准看護師にチャ

ンスと一歩踏み出す勇気を与えてくれています。

　看護部長という役割以前に、一人の先輩看護師としても、私は、

せっかく何かを気づき始め「このままでいいのだろうか…」と悩んで

いる准看護師の背中を押してあげたいと強く思っています。

職員の方は学校に通い始めると、
何か変化はありますか。

　学生である期間は課題や実習に追われて、周囲から見ていても大

変さが伝わってきます。でも、国家試験合格後には、その苦労は大き

な成長に結びついてくるのです。

　准看護師から看護師になり、何より業務への視点が確実に変化し

ます。これまで行ってきたケアが知識と統合されているので、自信を

持って向き合えるようになるのです。そうした姿を見ているので、周

囲も自然と協力体制になっていくのだと思います。

　当院では、がんばる職員には奨学金制度を整備したり、シフトも各

現場で調整して、病院全体で職員が学習に集中できるようバック

アップ体制をとっています。その結果、「私も学びたい！」と後輩たち

の意欲も高まり、いい循環の形ができあがっています。

東北福祉看護学校に通う職員の皆さんに
期待することは。

　当院は療養型の病院のため、患者さんの中には意思表示ができに

くい方も多くいらっしゃいます。それでも患者さんを中心に考えら

れる、寄り添える看護師になってほしいと思います。自分たち本位で

はなく、もう一歩考えを深められる看護師…。いま、学んでいること

も、その先は「人」へとつながっていることをぜひ意識してください。

　看護師の学びは国家試験合格で終わりではありません。ずっと続

く学びの中で、人としてどう接するか、「感性」を大切に患者さんと向

き合っていってほしいですね。

第7回　山形ロイヤル病院

私たちがバックアップします!私私私たたたちちがががバックアアアッッップププしししまますすす!

医療の現場から

本校創立から延べ8名もの

職員の入学を果たした、山形ロイヤル病院。

忙しい日常業務の中で、

どのような視点や手法で

職員の「学習」をバックアップしているのか、

どのような思いで職員を送り出したのか、

丹野宏美看護部長にお話を伺った。

山形県の北村山地区を中心に、主に一般（急性期）病院を退

院した亜急性期から慢性期の患者や、在宅医療や介護施設

では対応困難な医療行為を必要とする患者を対象としてい

る療養型病院。

「療養型病院は診療の場であるとともに生活の場でもある」

という認識に立ち、できる限り快適な療養環境が提供でき

るように努めている。

山形ロイヤル病院
山形県東根市大森２丁目３－６

医療法人社団 明山会

　私には高校生を筆頭に、４人の子どもがいます。

一番下の子が保育所に入る年齢になったこと、病院

が奨学金を出してくれること、周りの理解とバック

アップをもらえること…さまざまなタイミングが

一致し本校への入学を決意しました。

　これまで、学校に通う先輩方の大変ながらもいき

いきとしている姿や資格取得後の活躍に憧れ、「い

つか自分も！」と触発されていたのです。学校に通

うようになってからは、先輩方は心強いサポー

ター。病院全体でいろいろな場面で手を差し伸べて

くれます。

　職場や家族みんなの優しさを力に変えて、国家試

験合格を目指していきたいと思います。

先輩の姿が
　　　　　　未来の自分に…

高橋かつ江　さん　（40代）

　准看護師から看護師になったいま、本当に充実し

た日々を送っています。院内の委員会への参加やス

キルアップの研修など新しい体験や学びが楽しく

て仕方ないのです。

　在学中は仕事と学びの両立で正直大変でした。し

かし当院で、学校に通う先輩から後輩へ引き継がれ

る「学習のコツ」のようなものがあったことと、看護

師になった先輩の姿を間近で見ていたことで、自分

の将来も描くことができました。あの時がんばって

乗り越えられたからこそ、今があるのだと思います。

　これから入学を考えている皆さんには、躊躇せ

ずまずは飛び込んでほしいと思います。その先の

濃厚な日々は必ず実を結ぶものだと、私は確信し

ています。

三浦宗徳　さん　（30代）

躊躇せず、
まずは飛び込んでほしい

丹野宏美
看護部長

新妻かおり さん　（30代）

三浦紗由里 さん　（30代）



　仙台赤十字病院では、母性看護学と小児看護学

の見学実習をさせていただきました。どちらも専

門性の高い領域ですが、もともと興味がある領域

だったのでスムーズに実習に入ることができた

ように思います。紙上事例で学んだことが、現場

の実習によって理解が深まっていくことを体感

できる重要な学びの機会でした。

　特に印象的だったのは、指導者の方々の対象の

方へのかかわり方です。「こうしなさい」などの押

し付けではなく、対象に寄り添い、見守りながら

導き引き出すかかわり方は、患者さんに対しても

学生である私たちに対しても終始変わることな

く、そこには相手を尊重し信じる力を感じまし

た。その姿勢は、看護師同士の関係にも反映され

ており、若い看護師もキャリアを重ねた看護師も

同じ場で、さまざまな意見交換がなされていまし

た。年齢や性別による壁などなく、自由闊達に意

見を言い合える姿は学ぶものが大きかったです

ね。こうした現場でしたので、私たちものびのび

と実習を受けることができました。

　実習を通して学んだことを力に変えて、国家試

験の勉強へと取り組んでいく日々がいよいよ始

まります。私は、看護師という職業はずっと学び

続けていくものだと思っているので、国家試験は

その「第一歩」です。立ち止まることなく、地域の

人たちの医療に貢献できる看護師を目指して

日々がんばっていきたいと思います。

山家真弓さん

（宮城県・50代・クリニック勤務）

貴重な時間を実りあるものに…

～仙台赤十字病院～実習先のホンキ10

増子はるみ
看護部長

武田智子
看護師長

佐藤貞子
看護師長

「押し付け」ではなく、

 導き引き出すちから

２年間の学びの中でも重要な位置を占める「見学実習」。限られた時

間の中で、どれだけ多くのことを吸収できるか、そして日々の学習に

どう結びつけていくかが問われるカリキュラムである。ここでは、学

生に充実した学びを与えてくださった「仙台赤十字病院」の実習受け

入れに対する体制や考え方を紹介したい。

赤十字の精神である「人道・博愛」を実践し、医療を通じて全ての人

の尊厳をまもることを理念に、高度で先進的な医療を広く提供してい

る仙台赤十字病院。看護師はもちろん、助産師や養護教諭など幅広い

学生の実習を受け入れている。多くの実習生を受け入れている当院の

実習に対する考え方、学生に何を学んでほしいと期待しているのかお

話を伺った。

「当院では長い歴史の中で、実習に対す

る指導者のあり方や受け入れ体制の整備

を積極的に行ってきました。実習を受け

入れることは、指導者自身の学びにもつ

ながっています。特に最近は“ティーチン

グ”から“コーチング”へとその手法も変

わり、一方的に教えるのではなく、導き引

き出す指導を行っています」と、増子はるみ看護部長は語る。この考え

方が病院全体に広がり、教育という側面だけにとどまらず、現場など

でもそれぞれの人が持っている「潜在能力」の開発につながっている

のだと痛感する。

本校の学生について、小児担当の武田智子看護師長は「皆さんとて

もエネルギッシュでびっくりしました。目的意識が明確で、学ぶ姿勢

と意欲がしっかりしていたので安心して受け入れることができまし

た」との印象。母性担当の佐藤貞子看護師長からは「臨床をよく知って

いてポイントも理解している皆さんなので、これから知識とどう結び

つけて統合できるかが重要なカギとなりますね」と、現場での学生の

姿を思い起こしながらのアドバイスをいただいた。また、母性と小児

というライフステージに関わる領域ということもあり、両師長の「こ

の実習では学びはもちろんですが、人それぞれ“ 非日常 ”を味わって

リフレッシュしていってほしいですね」との言葉からは、ただ学ぶだ

けではない、実習のもつ役割や奥深さが感じとられた。

最後に増子看護部長から「人はいくつになっても成長します。働きなが

ら学ぶことはとても大変ですが、働きながらだからこそ気づく視点もある

はずです。ぜひがんばって、国家試験に臨んでほしいと思います」と、険し

い道のりの中でも、物事をプラスに昇華させるヒントをいただいた。

赤十字の基本精神「人道・博愛」のもと、政令指定都

市・仙台の医療を支える機関として、多くの市民に利

用されている。また、宮城県指定の総合周産期母子医

療センターの運営をはじめ、多くの治療困難な病気に

対して高度先進的な診療を県内外の患者へ広く提供

している。

仙台赤十字病院
宮城県仙台市太白区八木山本町
２丁目43-３



国試対策係　倉林惠子 先生

国家試験対策 虎の巻 其の十八

　２年生の皆さんは臨地実習が終盤になり、１年生の

皆さんは基礎看護学実習が開始しました。国家試験で

は、「実践で求められる基礎的な知識や技能を用いた応

用力及び判断力」を問うとされています。臨地実習で、

皆さんの場合は、今までの臨床経験を生かして、看護援

助の判断の根拠や実施の方法を学習することができま

す。多くの学びを得ていることと思います。

　さて、第 105 回看護師国家試験の実施日が平成 28 年

２月 14 日（日）と決まりました。２年生の皆さん、あと

５ヶ月です。

　今年度も４月～５月に国家試験オリエンテーション

と第 1 回目の対策講座を行いました。専門基礎分野の

「人体の構造と機能」「薬理学」、専門分野Ⅰ・Ⅱ、統合分

野の講座で、受講率は平均約 62％でした。

　続いて、模擬試験を２回行いました。第１回目は、国

家試験の得点率が低い「人体の構造と機能」「疾病の成

り立ちと回復の促進」で、受験率は約 85％、第２回目の

「必修問題」は 87.5％でした。皆さんの手元に結果が返

送されていますので、きちんと見てください。誤答肢に

ついては、なぜ誤っているかを確認してください。特に

平均正答率が高い問題を誤答したところは自分の弱点

ですので、補強して学習してください。

　今月下旬に受験予定の、第１回看護師国家試験模擬

試験は、全国の多くの看護学生が受験しますので、その

中での自分の実力の確認ができます。必ず受験しま

しょう。

　さあ、皆さん、後半も対策講座、模擬試験等国家試験対

策スケジュールに沿って着実に実力を積み重ねていき

ましょう。

　1 年生の皆さんは、前期の定期試験が終わったとこ

ろです。レポート課題や紙上事例の学習等に取り組む

中で基本的知識として何が大事なのかが分かってき

ていると思います。７月に実施した第１回の「人体の

構造と機能」「疾病の成り立ちと回復の促進」の模擬試

験の受験率は約 80％でした。これらの内容は看護師

国家試験の一般問題の２割くらい出題されます。模擬

試験の結果を振り返り、弱点を早期に補強しましょ

う。受験しなかった 40 人くらいの方々、模擬試験は重

要です。

　ところで、第 104 回の看護師国家試験の出題では、

読解力が求められる問題が増加しました。一般問題

の出題の中に３～６行の長い問題文が２割近くあり

ました。これは、問題を読解し

てアセスメントする能力を評

価する出題です。短時間で読み

解く力を日頃から心がけてお

くことが対策につながります。

何が問われているのかをきち

んと判断できるように、日頃の

学習を積み重ねることが国家

試験の合格につながります。

データで見る
東北福祉看護学校

模擬試験で実力確認を

●在校生データ

男女比

年代比

11.1%11.1%

男性

88.9%88.9%

女性

42.9%42.9%

39.4%39.4%

15.4%15.4%

2.3%2.3%

30代

40代

50代

60代2015 年 4月現在のデータです。

◆年代比
全国の年代比は、40代以上が 56％・
30代は44％（H25調査）となっており、
本校も全国とほぼ同様の傾向にあり
ます。

◆男女比
全国的に男性の看護師および看護学
生は増加の傾向。これまでの本校の平
均と比較しても、男性の学生は、ある
一定の割合（１割程度）で保たれてい
ます。

◆出身地人数
東北地方在住者が中心の構成となって
います。特に今年度は、秋田県と山形県
からの入学者が大きく増加しました。
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